
（参考 3） 

「受信環境クリーン協議会」の概要 

 

  電気的雑音による放送受信への妨害に対する取組みは、戦前から行われていまし

たが、戦後、ラジオ放送と家庭電化製品の急速な普及に伴い、本格的な電気雑音防

止対策への要望が各方面から高まり、昭和２５(1950)年から２６(1951)年にかけ、

各 地 方で自 然 発生的 に 地方協 議 会が次 々 に誕生 し 、その 中 央機関 と して昭 和 ２９

(1954)年に「受信障害対策中央協議会」が設立されました。 

  その後、無線局や建造物によるテレビ・ラジオ放送電波の受信障害に対しても取

組みを展開し、名称変更を経て、今日に至っています。 

 

１   目  的  

  電気的原因などによる放送など無線通信の受信障害(｢電波障害」と呼んでいま

す。）の防止を図り、もって電波利用面における公共の福祉を増進することを目

的としています。 

 

２   組   織  

  任 意 団 体 として、中 央 協 議 会（会 長 ： 一 般 財 団 法 人  情 報 通 信 振 興 会  理 事 長   

岡井 元）、全国１１ブロックごとに地方協議会（会長：民間放送事業会社社長な

ど）が設立されています。 

  また、地方協議会の内部組織として３９府県に府県連絡会が置かれているほか、

地区連絡会が置かれているところもあります。 

 各協議会は、関係官公庁、地方公共団体、放送事業者、関連業界団体・企業な

どから構成されており、各団体から推薦された委員をもって運営されています。 

 

３   主な事業活動 

(1) 放送電波受信障害の相談受付 

  広く国民視聴者等からの放送電波受信障害に関する様々なご相談に応じてい

ます。 

(2) 周知広報活動 

  放送電波受信障害防止に係る知識の普及と理解の促進のため、ポスター、放送、

ホームページ（http://www.clean-kyou.com）などによる周知広報活動を行うと

ともに、リーフレット、出版物などを発行・頒布しています。 

(3) 「受信環境クリーン月間」の設定・実施 

  例年１０月１日から３１日までの１か月間、中央協議会、地方協議会、府県連

絡会などが一体となって、放送電波受信障害防止キャンペーンを集中的に実施し

ています。 

(4) 「受信環境クリーン図案コンクール」の実施 

  全国の中学生を対象に、放送電波受信障害防止等に関する図案を募集し、優秀

作品は、キャンペーン用ポスター、放送などに使用しています。 

(5) 条例、指導要綱などの制定の働きかけ 

  地方公共団体に対して、建造物による放送電波受信障害防止に関する条例、指

導要綱などの制定・充実について働きかけを行っています。 

(6) その他 

  セミナー・講習会・研修会の開催、放送電波受信障害防止に関する個人・団体

功労者の表彰、調査・研究などを実施しています。 


